
第４号様式（第８条関係） 

議 事 録 

会議名 町史編集委員会 

日 時 令和３年３月 19日 (金 ) 開催形態 非公開 

場 所 書面による開催  

出席者 
圭室委員、鈴木委員、大口委員、鳥養委員、内海委員  

 

議 題 

（１）令和２年度事業中間報告について 

（２）令和３年度事業計画について 

（３）寒川町史研究第33号について 

 

決定事項 

（１）令和３年２月末現在の事業実施状況について書面で説明し、了承された。 

（２）令和３年度の事業計画案について書面で説明し、了承された。 

（３）令和４年３月発行予定の寒川町史研究の構成案について、梶原景時の小特

集を組むなど原案どおりで了承された。 

 

議  事 

(１)令和２年度事業中間報告について 

○令和３年２月末現在の事業実施状況について説明資料を配付したが、特に質疑

はなく了承された。 

 

(２)令和３年度事業計画 

○令和３年度の事業計画案を配布したところ、次のような意見が出された。 

 

（委 員）指定管理期間の満了が近づき、更新のための仕様を練る段階になると

あった。公文書館としてこれまでどおり中身については直営を堅持し、館全体

が指定管理制度に取り込まれないよう、特段の留意をお願いしたい。 

 

→（町の考え方）次期指定管理者の公募は令和３年９月ごろを予定している。

その仕様を練ることが年度前半の大きな業務となるが、従来どおり施設管理以

外は直営とすることを大前提として、教育委員会と協議をしていく。 

 

（委 員）梶原景時について展示を行うならば、単に人物像や史跡を紹介するだ

けでなく、次の点にも言及して、幅広く時代背景がわかる内容にしてほしい。 

① 大庭氏をはじめとする鎌倉党全体の動向（鎌倉景政や大庭御厨など） 

② 源平騒乱における景時の役割 



③ 源頼家の没落と景時の動向 

 

→（町の考え方）NHK 大河ドラマ「鎌倉殿の 13 人」に合わせタイムリーな展

示ができればと考え、展示の案の一つとして事業計画に載せた。実施する場合

はご指摘の点を踏まえて展示構成を考えたい。 

 

(３)寒川町史研究第 33号について 

○令和４年３月に刊行予定の『寒川町史研究』第 33 号の構成の事務局案を配布し

たところ、特に質疑はなく、梶原景時の小特集、宮山村領主杉浦氏に関する研究

ノート、レファレンスに関する論考など、原案どおりで了承された。 

 

(４)その他 

 新型コロナウィルスが落ち着いたら、対面での会議に戻してほしいとの意見が

あった。 

 

資  料 

（１）令和２年度事業中間報告について 

（２）令和３年度事業計画について 

（３）『寒川町史研究』第33号について 

 

議事録承認委員及び

議事録確定年月日 

圭 室 文 雄  

（令和３年４月 14 日確定） 

 


